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■１時間に50ミリを超える降雨の回数

昭和55年～
平成元年

平成2年～
平成11年

平成12年～
平成21年

平成22年～
令和元年

時
間
5
0
ミ
リ
超
降
雨
（
回
）

58

0

20

40

60

80

14

：雷雨性降雨

：台風・前線性降雨

6

20

32

10

42

40

13

53

37

13

50

近年、１時間に50㍉を超える降雨（台風や雷雨性の局地的

集中豪雨）の増加に伴い水害リスクが高まっている

降雨状況の変化への対応が急務

東京における近年の降雨状況の変化
1.計画のあらまし
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整備水準

時間50㍉降雨

効 果

年超過確率1/20（区部時間75㍉降雨）

流域・河川ごとの特性を踏まえ

・ 最大の浸水被害をもたらした狩野川台風規模の豪雨

・ 時間100㍉の局地的かつ短時間の集中豪雨
安全を確保

①時間50㍉の降雨までは、河道整備で対応

②時間50㍉を超える降雨については、新たな調節池と流域対策で対応

河道整備
時間50ミリ

流域対策 時間10ミリ

調節池整備
時間15ミリ

時間75ミリ

河川整備の考え方
1.計画のあらまし

目 標

整備の考え方

調節池

公園

掘込式
調節池

道路

流域対策

地下式
調節池

図-整備イメージ

道路

公園
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【区部の例】

引き上げ（H24）



調節池等の整備状況

②環状七号線地下広域調節池（石神井川区間）
環状七号線、目白通り(練馬区・中野区)
規模：約681,000m3

①城北中央公園調節池（一期）
都立城北中央公園(練馬区・板橋区)
規模 ：約250,000m3

⑥境川木曽東調節池
境川ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ跡地（町田市）
規模：約49,000m3

⑦境川金森調節池
西田スポーツ広場（町田市）
規模：約151,000m3

④下高井戸調節池
区立下高井戸おおぞら公園（杉並区）
規模：約30,000m3

③和田堀公園調節池
都立和田堀公園（杉並区）
規模：約17,500m3

⑤野川大沢調節池
調布基地跡地（三鷹市）
規模：約68,000m3

※写真は整備イメージ

⑧谷沢川分水路
環状八号線、玉川通り等(世田谷区)
規模：約3.2km

※写真は整備イメージ

⑥
⑦

②

①

⑤

白子川

谷沢川・丸子川

呑川

目黒川

渋谷川・古川

神田川

石神井川

野川 ③

④

⑨
柳瀬川

⑧

①～⑨ 工事中

対策強化流域

⑨下谷橋調節池
旧落合川敷地等（東久留米市）
規模：約9,500m3 ※対策強化流域外

仙川

1.計画のあらまし
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神田川流域

下流端：神田川合流
上流端：杉並区善福寺二丁目

善福寺川上流地下調節池

善福寺川（荒川水系一級河川）の概要
1.計画のあらまし

善福寺池

善福寺川流域

5



善福寺川の整備状況
1.計画のあらまし

神田川

善福寺川護岸整備率：約６２％※
※令和５年度末

環
状
七
号
線
地
下
調
節
池

和田堀
第六調節池

善福寺川調節池

和田堀公園調節池

①

令和６年度

②

③ ④
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凡 例

令和５年度までに調節池や護岸整備済

令和６年度の整備予定箇所

未整備箇所（令和７年度以降実施予定）



善福寺川上流地下調節池の計画

■神田川流域河川整備計画（令和5年3月 改定）に基づく調節池

■善福寺川において、時間最大75ミリの降雨に対応するための調節池

【神田川流域河川整備計画における内容】

計画調節池容量位置

約30万㎥
原寺分橋 ～ 関根橋
関根橋～界橋
神通橋～尾崎橋

●流量配分図

1.計画のあらまし
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【単位 m3/s】



２．水害の状況
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過去の代表的な水害

■善福寺川における主な水害

2.水害の状況

※１時間最大、24時間雨量は、都内全域での最大値を示す。
死者、浸水面積、浸水家屋数は、内水・外水すべてを含み、都内全域の数を示す。 9



第11分区・12分区幹線

荻窪駅

西荻窪駅

阿佐ヶ谷駅

環七地下調節池

環状七号線

JR中央線

高井戸駅

都市計画公園区域

５４万㎥

原寺分橋

四面道交差点

高円寺駅

善福寺川調節池

貯留量３．５万㎥／容量３．５万㎥

貯留率１００％

和田堀第六調節池

貯留量３．５万㎥／容量４．８万㎥

貯留率７４％

環七地下調節池

貯留量２４．２万㎥／容量５４万㎥

貯留率４５％

溢水箇所（内水含む）

西田端橋～松見橋付近

（荻窪地区）

時間最大５０mm/h （原寺分橋観測所）※

総雨量 ３０８mm（同観測所）
※R5.6.3（土） 0:26~1:25

原寺分橋観測所

○ 善福寺川の西田端橋～松見橋付近など※から溢水が生じた（平成26年７月以来の溢水）
○ 一方、善福寺川調節池下流では、複数の既存調節池が水位低減効果を発揮し、溢水被害はない

令和５年６月３日 台風２号による溢水状況

尾崎橋西田橋

西田端橋

松見橋

※

※善福寺川調節池満杯後に、調節池下流の西田橋下流付近で一部溢水確認

東京アメッシュ＠都下水道局
溢水箇所

令和５年６月２日～３日の大雨による善福寺川からの溢水について
2.水害の状況

6月3日（土）1:30頃（西田端橋のカメラ映像）
最高水位：護岸高さ+20cm
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3．整備の効果
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善福寺川上流地下調節池の整備効果
■大雨により河川水位が上昇した際に、調節池に一時的に川の水を貯留することで
下流の河川の水位を下げて浸水被害を防ぐ。

3.整備の効果
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●流量配分図

第11分区・12分区幹線

西荻窪駅JR中央線

①取水施設イメージ

河川水位が上昇した際に取水

取水

②調節池（本体）イメージ

取水施設から取り込んだ水を貯留

河川水を貯留

③下流河川イメージ

下流の水位を低下させる

河川水位の低下
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＜水位低下のイメージ＞
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時刻（10月12日）

氾濫水位
警戒水位

調節池が無かった場合の水位（推定値）

調節池の貯留量:約49万m3

約1.5mを低下

＜水位の時系列変化＞

調節池容量の約9割（約49万ｍ3）を取水し、
調節池より下流の河川水位を最大約1.5ｍ
低下させたと推定

溢水防止に大きな効果を発揮

令和元年東日本台風での環状七号線地下調節池の効果
3.整備の効果

環状七号線地下調節池
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4．調節池の概要
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■都立善福寺川緑地から杉並区立関根文化公園を結ぶ地下トンネル式調節池
■洪水を貯留するトンネル、３箇所の取水施設、維持管理を行う管理棟などで構成

調節池の概要

【凡例】

トンネル本体工事

連絡管工事

（丸：立坑 線：トンネル）

発進立坑
都立善福寺川緑地
（取水・排水施設・管理棟）

到達立坑
関根文化公園
（取水施設・管理棟）

連絡管立坑
原寺分橋下流右岸
（取水施設・管理棟）

調節池容量：約30万㎥
本 管：延長約5.8km、内径φ9.0m、内径φ7.5m
連絡管：延長約0.01km、内径φ4.4m

調節池諸元平面図

断面図

4.調節池の概要



東京都市計画河川 第８号善福寺川

断面イメージ
（内径9mの箇所の例）

~

10m

都道など

※立体的な範囲

内
径
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19
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土
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40
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度

都立善福寺川
緑地内

（成田西三丁目付近）

立体的な範囲を定める区間

計画変更新線

立体的な範囲

既定計画線

構造面積位置名称

トンネル式
地下式

約60,100㎡杉並区西荻北四、五丁目、上荻一、二、三、四丁目、善福寺一
丁目、桃井四丁目、南荻窪一、四丁目、荻窪一、二、四、五丁
目、宮前二丁目、高井戸東四丁目、成田西二及び三丁目各地内

東京都市計画河川
第８号善福寺川
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原寺分橋
付近

（西荻北四丁目付近）

区立
関根文化公園付近
（上荻四丁目付近）

4.調節池の概要



荻窪駅

阿佐ヶ谷駅
環状七号線

高井戸駅

四面道交差点

高円寺駅

尾崎橋西田橋

西田端橋

松見橋
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調節池の計画について

高円寺駅

環状七号線

凡例

トンネルルート

取水地点・立坑

計画流量配分（分散配置）

単位 m3/s

※３地点で取水

① ② ③

①原寺分橋下流右岸

②杉並区立関根文化公園

③都立善福寺川緑地

トンネル径変化箇所

トンネル
内径7.5ｍ

トンネル
内径9.0ｍ

本体トンネル

延長5.8ｋｍ

五日市街道、環状八号線、青梅街道に比べて
女子大通りの道路幅員が狭くなるため、
道路へ可能な限りはみ出さないように
途中からトンネル径を小さくしています。

本調節池のトンネルルートは道路等の公共用地を活用して整備することを基本とし、
約３０万ｍ3の容量を満たすようなトンネルの長さや径を決定しています。

4.調節池の概要

善福寺川上流地下調節池



2039 2040 2041
年度

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

2033 2034 2035 2036 2037 2038

善福寺川緑地
準

備
立坑

（ニューマチックケーソン）

トンネル

（シールド工法）

立坑

（内部整備）
取水施設 管理棟・設備 復旧

調節池
運用

関根文化公園 準備 立坑
（ニューマチックケーソン）

取水施設
立坑

（内部整備）
管理棟・設備 復旧

原寺分橋
下流右岸

準備
立坑

（ニューマチックケーソン）
連絡管

立坑

（内部整備）
取水施設 管理棟・設備

工事工程について

◆工事期間 令和7年度～令和23年度（予定）

関根文化公園
から取水開始

善福寺川緑地および
原寺分橋下流右岸部
からも取水開始予定

トンネル本体工事（Ｒ7～17年度予定）

その他工事（Ｒ16～23年度予定）
連絡管工事ほか（Ｒ11～23年度予定）

※工程は現在設計中の為、変更となる場合があります。
長期間となるため、今後も期間が短くなるよう検討していきます。

4.調節池の概要


